

























































































動車切符売場の他、 C2 自転車置場 2 カ所、 C2 人力車溜が配さ
れる。また、正門前には B2 第二会場切符売場の他、B2 便覧塔、
B2 明治製菓の塔も立つ。正門脇には B2 商事相談所、正門を入
ると B2 郵便局、 B2 鉄道案内所、 C2 ポンプ置場などを配する。
向かって左手へ進むと B2 長岡出品館、背後に B2 肥料館が続き、
この周囲には B2 都染塔、 B1 サンエス万年インキ、 B2 原酒造
場塔が立つ。敷地南側に通用口があり、この東脇に B2 鉄道記
念館、北側に B1 鉄道実演、 B1 野外ステージ、 B1 放送局特設
館、 B2 時事新報と続く。鉄道実演際が水道局の正門でここを入
ると向かって左手に配水塔脇に A1 エレベーターを設けた A1 展
望塔、この裏側を A1 農機実演館と A1 機械館とする。水道局の
喞筒室は A1 水道参考館とされ、屋根上には A1 電光ニュースと
記され、建物の北脇には A1 楽焼、東側正面には A1 十見特設館
が配される。有蓋の濾過池₂基は B1 展望台とされ両者を B1 陸
橋で結び北側には B1 ダイヤモンドライトが設置された。なお、
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この東側には B1 水昌台があり水道局外の敷地には B1 鯉の池
が₂ヶ所設けられた。そして展望台西側には B1 北海道館、 B1
朝鮮館があり、水道局の敷地北辺には B1 陸軍館、 B1 海軍館が
並んで配置され、その前には B1 海軍塔と B1 千手観音大香炉を
置いた。海軍館背面は B1 学天則 （人造人間）、 B1 満蒙館とし
て、 C1 各府県出品館、 D1 新潟県出品館へと続く。なお、満蒙
館前に B1 新潟県人新聞、各府県出品館前西側に C1 丸善、東側
に C1 静岡県茶業組合、 C1 ライオン歯磨が緑地の中に立つ。敷
地北東角には D2 演芸館があり、両脇に D2 飲食店、並びに D2
売店、 D2 長岡酒造、 D2 キリンビールの施設がある。演芸館正
面には D1 小供ノ国として柵の内側には D2 メリーゴーラウンド
を中心に D2 ハゲスベリ、 D2 フジ山などが設置され、柵の横に
は D1 水ナシアメ、 D2 メートル塔が立つ。演芸館南西は旧長岡
商業学校 （当時）の敷地で、敷地北側に C2 健康館入口が立ち、
東脇に C2 越後新聞、西脇は C2 マヂックアイランド（魔法の
国）とする。校舎は東から順に C2 倉庫、 C2 健康館、 C2 健康
別館、 C2 事務局、 C2 蚕糸館、 C2 漫画館、 C2 通信館、 C2 映
写室、 C2 農林館とされた。外に戻ると、蚕糸館西に C2 奈良特
設館、 C2 鐘楼があり、 C1 三ッ葉食堂、 C1 森永製菓、 C1 岐
阜特設館と続く。そして正門北側には C2 京都特設館、 C1 台湾
館、 C2 樺太館が池に向かって配され、 C2 名古屋出品館、 C2
福井物産館、 C2 宝翰堂文具館へと続く。
　なお、会場内には便所が B2 長岡出品館、 A1 機械館前、 B1
野外ステージ脇、 B1 , C1 各府県出品館に₂ヶ所、 C1 新潟県出
品館裏、 C2 福井出品館裏にあり、白抜きの四角で水と B1 時事
新報前に₂ヶ所記入される。また、池周囲には約 1.5mm 径の円






















特設館、奈良特設館と合計の出品小間数が “棚” “台” “土間” に
分けて記される。なお備考には “土間ハ二倍ニシテ小間数トナ
ス” “一小間トハ六尺ノ三尺”、朝鮮館下には “以下建坪ノ五割ト
シテ算出ス” とある６。続いて “主建物” として “五千八百七十坪”
とされ出品本館以下、29 建物の坪数が記され、“参加区域” は “朝
鮮、台湾、樺太、北海道、関東庁、南洋庁、三府、四十県”、“全













はこれらに対して “在岡刈羽郡人会” として “顧問　野本恭八郎”
を含め 14 名の会長、副会長、幹事長、常任理事、幹事の名前を
挙げ、加えて “上越線全通記念博覧会郷土人接待委員” として “委
員　早川与之吉” を含め 15 名を挙げる。
　資料裏面も両資料で大きく異なる。『会場図 （長岡）』では白
紙とするが、『会場図 （刈羽郡）』では広告とする。後者では先
ず、裏面全体を₂重線 （外 1mm 太、内細線）で囲み、上下を
115mm 高の₃段組、左右を 50mm 巾７の 10 マスを基本として組





マス）、鵜川亭食堂 （₃マス）、公会堂内食堂部 （ 1.5 マス）、常
盤楼 （₂マス）、下段は向かって右側から小林譲 （１マス）、北





































棚 台 土間 計 計算合計
各府県館 612 133.5 35 815.5 815.5
新潟県館 182.5 950 52 381.5 1236.5
長岡市館 157 15 110.5 393 393
機械館 6 216 438 438
農林館 15 19 25 84 84








計 A 1,176.50 1570 677.25 2718.5 3632
計算合計 B 1,052.50 1202.5 688.5 3632
誤差（Ａ−Ｂ） 124.00 367.50 − 11.25 − 913.50 
表₂　 『会場図』に示される出品小間数（新潟県館の台数を訂正）
棚 台 土間 計 計算合計
各府県館 612 133.5 35 815.5 815.5
新潟県館 182.5 95 52 381.5 381.5
長岡市館 157 15 110.5 393 393
機械館 6 216 438 438
農林館 15 19 25 84 84








計 A 1,176.50 1570 677.25 2718.5 2777
計算合計 B 1,052.50 347.5 688.5 2,777
誤差（Ａ−Ｂ） 124.00 1,222.5 − 11.25 − 58.5 
表₄ 　会誌に見られる各府県館の出品小間数
陳列棚 陳列台 土間 計
本館小計 Ａ 878 302 260.5 1701
新潟市 ａ 184 106.5 51 392.5
長岡市 ｂ 170 14 103.5 391
奈良市 ｃ 5 4 9
名古屋市 ｄ 9 34.5 43.5
各府県館
（本館差引）
Ａ−（a+b+c+d） 510 143 106 865
表₅　会誌に見られる各館の出品小間数
棚 台 土間 計 計算合計 備考
各府県館 510 143 106 865
新潟県館 184 106.5 51 392.5
長岡市館 170 14 103.5 391
機械館 2 209 420







名古屋特設館 9 34.5 43.5
奈良特設館 5 4 9
計 A 2364 ←縦軸計算合計 A2
計算合計 B 958 314 641.5 1 2556 ←横軸計算合計 B2
誤差（Ａ−Ｂ） 78 ←誤差 A1−B2









出品本館 1831.9 1931.9 p127,128 博覧会建築工事 , 第三出品館
長岡市出品館 629 629 p127
機械館 408.2 408.2 p127
健康館 253 160 p146
水道参考館 171.2 171 p146
蚕糸館 90 250 p363
農林／通信館 200 200 p146
郵便局出張所 16 16 p213
館外土地使用表、p142 では鉄道
案内所と 1 棟で 28.5 坪とする。
郵便局の方がやや大きい。
放送局特設館 51 50 p129 ラヂオ館
国防館 240 240 p127
鉄道記念館 50 150 p128
鉄道案内館 15 12.5 p130 郵便出張所と併せて p142
野外ステージ 357 36 p127 ステ ジー25,5坪、露天舞台10.3坪
正門 95 95 p128
朝鮮館 132 80 p130 p213 に土地坪数 132 坪
台湾館 50 50 p128
北海道特設館 85 82.5 p130 p213 に土地坪数 86 坪
樺太特設館 36 46 p144 p213 に土地坪数 36 坪
名古屋市特設館 80 92 p214 有料部分
奈良特設館 36 51 p214 有料部分
京都物産館 60 66 p214 有料部分
岐阜市特設館 30 38 p214 有料部分
余興館 205 204.5 p128 マヂックアイランド
水族館（第二会場） 80 81.5 p628
無料休憩所 67 78.64 p215
演芸館（協賛会） 440.6 440.6 p127
売店 120 108 p143
塔食堂其他雜建築 368.5 511.3 p215 〜 217
計 A 5877.1





記号 本館及び各館 機械館 農林館 総計
陳列棚 陳列台 土間 計 計算計 陳列棚 土間 計 計算計 陳列棚 陳列台 土間 計 計算計 陳列棚 陳列台 土間 計 計算計
関東庁 32 64 64
南洋庁 6 1 8 8
東京府 67 32 6 111 111 7 14 14 1 1 67 32 13 126 126
東京百貨店協会 12 24 24
東京日々新聞社 7 14 14
京都市 30 30 30
大阪府 43 11 65 65 2 4 4 43 13 69 69
神奈川県 4 6.5 17 17 3 6 6 4 9.5 23 23
兵庫県 13 9 9.5 41 41
長崎県 2 2 2
新潟県 184 106.5 51 392.5 392.5 87.5 175 175 14 9.5 14 51.5 51.5 198 120.5 152.5 619 619
長岡市 170 14 103.5 391 391 2 63 128 128 1.5 10 21.5 21.5 172 15.5 176.5 540.5 540.5
埼玉県 11 6 17 17 5 10 10 11 6 5 27 27
群馬県 30 13 1.5 46 46 11 22 22 30 13 12.5 68 68
奥利根温泉組合 1 1 1
千葉県 4.5 4.5 4.5
茨城県 8 8 8
水戸市 2 4 4
栃木県 10 10 10
足利織物共同組合 3 10 23 23
奈良市 5 4 9 9
三重県 16 4 24 24 2 4 4 16 6 28 28
名古屋市 9 34.5 43.5 43.5 5.5 11 11 9 34.5 5.5 54.5 54.5
豊橋市 3 2 5 5
岡崎市 4 4 4
一宮市 5 5 10 10
静岡市 15 15 15
山梨県 7 7 7
滋賀県 10 10 10
岐阜市 2 8 10 10 3 6 6 2 8 3 16 16
大垣市 2 2 2
長野市 3 18 21 21
松本市 10 10 10 1 2 2 1 1 2 2 1 11 1 14 14
上田市 5 5 5
桔梗ケ原葡萄酒組合 1 1 1
仙台市 5 7 2 16 16
若松市 3 3 3
喜多方漆器同業組合 1 1 1
原ノ町欅工芸研究会 2 2 2
岩手県 4.5 2.5 7 7
青森市 5 2 9 9
山形県 9 13.5 1.5 25.5 25.5
秋田県 10 1 11 11 1 2 2 7 7 14 10 1 19 20 27
秋田市
福井県 15 15 15
石川県 10 10 10 8 16 16 10 8 26 26
富山県 11 1 12 12
鳥取県 6 3 9 9
岡山市 9 6 15 15 8 16 16 9 6 8 31 31
津山市 3 3 3
広島市 10 10 10
尾道市 2 2 2
呉市 7 7 7
福山市 3 3 3
山口県 4 4 4
山口市 1 1 1
和歌山県 7 7 7
徳島市 5 5 5
香川県 5 5 5
愛媛県 17 17 17
高知市 10 10 10
福岡県 14 14 14
日本足袋株式会社 2 2 2
別府市
熊本市 6 6 6
宮崎市 10 1 11 11
鹿児島市 10 10 10
那覇市 3 3 3
小計 A 878 302 60.5 1701 2 209 420 15 19 25 84 895 321 494.5 2205
























・“概况” における “出品” 及び “出品小間数” の検討
　内容の項目で述べたように、「会場図」向かって右上には “出











めて多い。そのため 950 とされる台数を 95 とすると、合計は
381.5 となり計の数値と合致する。この数値を反映させたものが
表₂となる。但し、このように考えても、縦軸に対する計 A 欄






　 “各館出品表” においても “計” と計算計などとの間に若干の
誤差が見られる。問題となるのは農林館おける計と、健康館に
おける計である。“各館出品表” において農林館の小計は陳列棚
15、陳列台 19、土間 25、計 84 とされるが、計算計では陳列棚
15、陳列台 12、土間 31、計 83 となる。一方、農林館へ出展し





















計算総計は 3003、更に農林館における秋田市の計算計 14 を用い
























・“概况” における “主建築” の検討
　 “出品小間数” に続いて、「会場図」の “概况” には “主建築”
として出品本館と 28 館建物の面積が記される。これをまとめた
ものが表 6 向かって左列となる。ここでも、各建物に示される
面積の計 5877.1 坪は、計算計 6197.4 坪とは誤差が 320.3 坪もある。
　そこで実際の建物面積を会誌から求めたものが表₆の向かっ
て右列である。実際の合計は 5999.39 坪となり、「会場図」“主建










・“概况” における “参加区域” の検討
　参加の県数については、これまでも検討しているが再度考察
を行って見たい。


































経費 52.6 万円 52.6 万円
敷地 7.603ha 23,000 坪





























満蒙館 土間 40 40
朝鮮館 土間 66 66
台湾館 土間 25 25
北海道館 土間 43 43
樺太館 土間 18 18
名古屋特設館 土間 40 40






主建築 19,286 ㎡ 5,834,1 坪 5,870 坪
出品本館 6,056 1831.9 1831.9
長岡市出品館 2,079 629 629
機械館 1,349 408.2 408.2
健康館 694 210 253
水道参考館 566 171.3 171.2
蚕糸館 298 90 90
農林／通信館 661 200 200
郵便局出張所 53 16 16
放送局特設館 172 52 51
国防館 793 240 240
鉄道記念館 165 50 50
鉄道案内館 50 15 15
野外ステージ 118 35.7 357
正門 314 95 95
朝鮮館 436 132 132
台湾館 165 50 50
北海道特設館 281 85 85
樺太特設館 119 36 36
名古屋市特設館 265 80 80
奈良特設館 119 36 36
京都物産館 198 60 60
岐阜市特設館 99 30 30
余興館 678 205 205
水族館（第二会場） 265 80 80
無料休憩所 219 67 67
演芸館（協賛会） 1,457 440.6 440.6
売店 397 120 120
塔食堂其他雜建築 1,218 3,685 368.5











3 秋田 ○ 秋田市
4 宮城 仙台市
5 山形 ○
6 福島 若松市 喜多方漆器同業組合、原ノ町欅工芸研究会
7 茨城 ○ 水戸市
8 栃木 ○ 足利織物組合






































凡例　道府県欄　○：参加道府県　なお、会誌の 207 〜 211 頁を参考にして作成した。
120　昭和 6（1931）年『長岡市主催上越線全通記念博覧会場図』について
加区域” の府県数に合算しており、この場合、県としての参加

























３ 長岡市：会誌、297 〜 298 頁、前掲
４ 北越水力電気株式会社を指すものであろう。
５ 柿川の渡里町付近より下流を 18 世紀以後、内川、更に以前
は古川の呼び名があり、明治時代以後、柿川に統一されたと
いう。長岡市：長岡歴史事典、59 頁、平成 16（2008 ）.3
６ 表には “計” も付されるが合致しない。
７ 50mm を基準として、各マスでやや差異が認められる。
８ 朝鮮館、台湾館、北海道館 （“主建築” では北海道特設館）、
樺太館、名古屋特設館、奈良特設館の内、北海道館が建坪
85 坪に対し土間 43 坪と小数点以下が繰り上がる他はいずれ
も、土間坪数は建坪の₅割となっている。
９ 長岡市：会誌、207 〜 212 頁、前掲
10 長岡市：会誌、207 頁、前掲



